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二月六日の朝、
弘はたまた

を噂事レて、
きわめて
消極的
いたが、
その直後に
教科幾問

ま、
中ソ接近をテlマにした
であること
を私は確認してい
題をめぐって
中薗側
の強い対

TV
番組に出演中だった。
そ
たからでもある。

日批
判が
展開ヨれ、
組首相の

こヘ訪中したシユルツ米同初
次に入ってきたのが、
組紫
面聞は丸つぶれになったので

長官が朝鮮半島にかんする

陽首相

の年内紡
米決定という
あった。

「南北クロス
承認」

そ中闘側
ワシントンからのニュースで
そうした
す臨で考えると、

に
打話したとのニュースが入
あった。
このときに
も弘は、

中鼠側は、
このところ、
金日

ってきた。
当然吋
司会者にそ

趨紫陽訪米

が寧命抗するのだろ
成・

北朝鮮羊藤事フランス共

の物で

菅克を求められたのだ
うかという危倶の念ととも
産党のマルシェ
・記長、
それ

が、
これは

米中外相会撃つ
に、
たと

え僧事レて
も、
組熊
に
肴港の
将来をめぐって
も彼

腸首相の訪米であれば、
形式
要なかかわりあいのあるイギ

的
な首脳外交でしかないだろ
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う
と思った。
なぜなら、
趨首

中間側が
京民だ
戸考え
る首脇

相は、
このとこ

ろ中間外交の
の紡中には、
鄭小平、
納姻邦

・
創少
として、
アフリカをは
といった実力者が手厚くこれ

一

まくゆかなかったために、
何
じめあちこちに出かけている
＆遇す
る包曲、
鈴
木
車μ相や

一

らかの
・おみやげ・
を必要と
が、
中国政治の現段階におけ
今回のシュルツ国
務長官のよ

一

するシユルツ
国務長官が
訪縄開
る重要な政策決
定者とは思わ
うに、
中国側がさほど爾視し

一

をまえに打ち上げたアドバル
れず、
鄭小平、
湖沼
邦らの党
ない首脳の
場合は、
もっぱら

一
lンではないか
と私は
直感し
笛脳に比べて、
かなり軽い存
趨首相や外相クラスの
応畿で

一
た。

をだと私は見なしているから
済ませている。
今回のシユル

）一
そもそも「南北クロス器用
である。
現に昨年六月に
訪日
ツ長官も主な相手は
新任の呉

川げ一
塁
にかんしては、
富側は
した
警
捜、
「空中関係が
学嫌外相であった。

一

朝撃島

の南北分断固定化に
感化しても日中
関係は永遠で
そもそも、
今回のシユルツ

つながるとい

う北朝鮮
の意向
す」
など

介芥交辞令を呈して
訪中の
目的は、
アメリカ側か

ず、
アメリカ側は、
そうした

変化を十分につか
んでい
な

い。
弘は、
この正月早々
から

ハーバ
ード大学で関かれた

「ケンブリッジ中国

史媛官官」

執筆者セミナーに出席し、
ア

メリカ側の第一
線の

専門家と

米中
関係
空中ソ
関係について

意見
そ交わしてきたが、
アメ

リカ側の
音克は、
わが閣の段

府・

外務者と同僚に、

米中関

係や

日中関係について、
依然

として甘い
幻想にとらわれ、

一
有
中ソ
和解は大したこと

なかろうとタカをくくってい

る。
これらはすべて、
中圏内

政の
変化について
の皮相な見

方に由来しているといえよ

－っ。だが、
たとえば

中将銀首相

の
紡織や訪米についての中閣

を豪御するためのものであっ
点での

米中関係
の打舶は
もは
側の
P方が、
γ

速や北朝鮮と

たことは明瞭である。

ゃそう
簡単ではないと弘は号
同様に、
きわめて

批判的かっ

ところが、
すでに中国内政
えてきた。
案の
堤

創首相の

讐戒的になってぎていること

の

非軍沢東化に伴って、
毛沢

年内訪米という約束はなかっ
に示されるように、
会後、
中

東・
周

恩来時代の対米戦略か
たと、
中間側は
〈曲の
米中会
周は、

米中関係のみな
らず、

ら銀本的に
転換し、
いまや中
談での不一
日放
を早く
・も暴露し
日本の防
衛力
地強や米・
日・

ソ和解へと進みつつある
中隠
はじめ、

新議祉は「

嘉踊係

鵠関係の強化にたいして
も厳

側から
すれば、
そもそも
台湾
法」

の廃車離
を改めて迫ってい
しい
努勢を示すのではなかろ

問題での

対米強硬安勢は、
昨
る。

うか。
自民党の二

階堂停事長

夏の

教科書問題での「日本軍
このように、
七0
年代初頭
の訪中ぐらいで中国側をなだ

闘
争議揖」
批判
と阿様に、
中国
以来の

米中友好関係とは、
今
められると思ったら、

大間違

の世
界戦略の
転換
を背景にし
目、

潮流が
基本的に変わって
いだ
介誌は見なしている。

たよ
り相恨の深いものであり、
きているのだ。
にもかかわら

ハ

東京外大数授）

らすれば、
台湾への武
器供与

問題をめぐって行キ話まった

米中関係
を打倒し、
アメリカ

が
懸念す
る中ソ
和解への動き
そう
簡単には
妥協できないの

である。一
万、
アメリカ側に

おいては、

次期大統領誕事の

日程が
近づけば
近づくほど、

レーガン

大統領としては、
一舟

び
親台
湾的ボ！ズをとる必要

があり、
そのためにシールツ

国
務長官

と意見が一
致しなけ

れば、
へイ

グ前長官同織、
国

務長官の首のすげかえぐらい

は辞主ないであろう。

こうして見てくると、
現時
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